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2 .支 酉己方 程 式
静磁界における 祖axvellの方程式は次式となる｡
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ただし､ 班:磁界強度､ B:磁束密度､ J｡:強制電流密度｡
また､構成方程式として次式を考える｡
a3- po川 + Ml･








式 (1)､ (3)､ (4)より､次式を得る｡
士(graddivA -∇2Aト 音 rotM - D｡ ･
式 (6)に式 (5)を代人すれば次式を得る｡
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柁Ⅹ m : continuous , (8)
B .A : continuous . (9)
いま､直角座棲系 (x,y,Z)を考え､接合面をy- Z平
面にとれば式 (8)､ (9)は次式となる｡
托Ⅹ n - SH: - k H y :con tinuou s ,



















式 (3)､ (4)､ (1b)､､ (ll)より磁性体 (I)側と (Ⅱ)側の接合条件として次式が
成り立た血 fならない｡
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後分店に対する接合条件が必要である｡従って式 (18)～ (20)に示 した接合条件では不十分
であり､支配方程式 (7)は一意的には解けない｡【12コ
接合面がZ-Ⅹ平面､Ⅹ-y平面の場合にも同様の条件式が成り立つ｡
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5.離 散 式 に お け る 境 界 項 - 検 討 と 有 限 要 素 式
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